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【背景及び目的】

繁殖和牛農家の経営において重要 な問題である繁殖成績低下の原

因のひとつとして、飼料設計の不備 が挙げられる
1）
。代謝プロファ

イ ル テ ス ト （ MPT） は 血 液 生 化 学 的 検 査 お よ び ボ デ ィ コ ン デ ィ シ ョ
ン ス コ ア （ BCS） な ど か ら 牛 群 の 栄 養 状 態 を 推 定 す る 手 法 で あ り 、
飼養管理上の問題点を客観的に指摘 する上で有効とされている

2）
。

そこで、繁殖成績の劣る管内農場 の繁殖成績低下原因の究明と成

績向上を目的とし、 MPT を活用した飼養改善指導を実施した。

【方法】

繁殖和牛 23 頭を飼育し分娩間隔 459 日、平均受精回数 3.5 回であ
る繁殖成績不良農家 A（農家 A）と、対照として分娩間隔 375 日、
平均受精回数 1.7 回である繁殖成績優良農家 B（農家 B）について調
査した。

両農家の母牛を妊娠末期（分娩予定日の 60 日から 0 日前）、泌乳
期（分娩から分娩後 120 日）、乾乳期（分娩後 121 日から分娩予定日）
に分類した。採血は農家 A および農家 B の母牛から指導前（ 2019 年 7
月）（農家 A， 13 頭；農家 B， 12 頭）と、指導後（ 2019 年 10 月）（農
家 A， 12 頭；農家 B， 12 頭）に各農家 2 回ずつ行い、血清を用いド
ラ イ ケ ム （ 富 士 フ イ ル ム 、 東 京 ） に よ り 一 般 血 液 成 分 グ ル コ ー ス

（ Glu）、遊離脂肪酸（ NEFA）、尿素窒素（ BUN）、アルブミン（ Alb）、
総 コ レ ス テ ロ ー ル （ T-cho）、 GOT、 GGT、 カ ル シ ウ ム （ Ca）、 マ グ ネ
シウム（ Mg）、総タンパク質（ TP）の 10 項目を調べた。同時にボデ
ィコンディションスコア（ BCS）を調べた。
データは農家（ 2 農家）、妊娠ステージ（ 3 ステージ）を要因とし

た 2 元配置分散分析を行い、 Tukey-Kramer の多重比較を行った。さら

に、農家 A の給与飼料の聞取り調査を行い改善について指導し、指
導の効 果を分散 分析により調べた。危険率 P<0.05 を有意な差がある
とし、 P ≦ 0.10 を傾向があるとした。

【結果および指導】

指導前の血液生化学的検査の結果を表 1 に示した。血液生化学検
査では、指導前において農家 B の母牛に対して農家 A の母牛で NEFA
および乾乳期の BUN が低く（ P<0.05）（図 1）、 Alb は低い傾向にあっ
た （ P=0.1）。 Glu、 T-Cho、 GOT、 GGT、 Ca、 Mg、 TP で 農 家 の 効 果 は 有
意ではなかった。妊娠ステージの効 果は BCS と NEFA のみで有意で



あった（ P<0.05）。また、農家と妊娠ステージの交互作用は BCS のみ
有意であった（ P=0.05）。
農 家 A に お け る 給 与 飼 料 の 乾 物 （ DM） 量 の 充 足 率 は 78.3 ％ で あ

り、DM 摂取量が不足している可能性が考えられた（表 2）。そこで、
給与する DM の増量を指導した結果、畜主はソバ粉を 1 kg/頭 /日の量
で追加給与を開始した。ソバ粉を 1 kg/頭 /日の量で給与することに
より、農家 A の DM 量の充足率は 93.3 ％に改善した。
農 家 A に お け る 指 導 後 の 血 液 生 化 学 的 検 査 の 結 果 を 表 3 に 示 し

た。 農 家 A の母 牛 の Alb、 T-Cho、 GOT、 GGT、 Ca、 Mg、 TP は 指 導前
に比べ指導後で上昇した（ P<0.05）。指導後の Alb は農家 B の母牛よ
り農家 A の母牛で高く（ P<0.05）（図 2）、指導の効果は BUN で有意
でないが、平均値が上昇した（図 3）。

【考察】

指 導 前 の 農 家 A に お け る 母 牛 の DM の 充 足 率 が 低 か っ た こ と か

ら、慢性的な空腹ストレスを受けて いる可能性が考えられた。牛は

空腹ストレスによる下垂体の性腺刺 激ホルモンの放出低下から繁殖

障害を引き起こす可能性が指摘されている 3、 4）。

また 、農家 B に比 べ農家 A の母牛の血清中 BUN 濃度が低かった
こ と か ら 、 飼 料 中 CP 含 量 の 消 化 量 が 計 算 値 よ り 低 い 可 能 性 が 考 え
られる。これは乾物摂取量が少ない ためにルーメン中タンパクの滞

留時間が短縮したものと考えられる
5、 6）
。しかし、農家 A において

指 導 後 は 、 BUN の 平 均 値 は 上 昇 し 、 TP は 有 意 に 上 昇 し た 。 こ の こ
とか ら 、乾 物 摂取 量の 増加 によ り農 家 A の 母牛 にお ける 飼料 中 CP
の消化量が向上した可能性があると考えられる。

空腹ストレスにより肝臓負荷が高まること
7）
と、肝機能低下によ

り T-Cho、 Alb、 Ca が低下することが報告されている 8）
。農家 A の母

牛において指導前に Alb が農家 B より低い傾向にあったが、指導後
の血清中の T-Cho、 Alb、 Ca 濃度が上昇したことから、空腹ストレス
が軽減され、肝臓負荷が軽減したと考えられる。農家 A において指
導後の血清中 GOT、 GGT が上昇した原因については不明であり、今
後の検討課題である。

以上の結果より、指導により農家 A の母牛の栄養状態は改善傾向
にあると考えられるが、繁殖成績の 向上に繋がるか、引き続き調査

する必要がある。今回、配合飼料を 追加給与することはコスト面か

ら不可能であったが、コストと経営 のバランスを考慮し、継続した

繁殖成績改善に向けた取り組みが必須であると考えられる。
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